


A T  A  G L A N C E

3つの数字で、クロップナビ。
圃場ピンポイントで気象を実測し、データをスマホで確認、外部電源なしで通年稼働。スマート農

業に必要な要素をひとつにまとめた装置です。
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0.2mm
最小観測雨量

アメダスは0.5mm単位

細かな降雨を捉えて精度UP

10個
外部センサ接続

市販センサ含めて拡張可

稲・果樹・野菜まで対応

365日
全天候・通年運用

降雪・風雨に耐える屋外仕様

外部電源も不要
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0 1  /  A B O U T

圃場に直接置くだけ。

気象も土壌も「現地のリアル」で測る。

クロップナビは、測定したい農地に直接設置し、気温・降水量・葉濡れ・日射などの気象データや土壌

成分値を収集する装置です。通信機能を付ければWEB上でデータを確認でき、遠隔地の農地管理が可能

になります。アメダスでは捉えられない圃場ピンポイントの実測値が、病害予察と栽培管理の精度を変

えます。

◆ 搭載済み予測モデル ＆ JST採択

F E AT U R E  0 1

圃場ピンポイント計測

アメダス観測点から離れた圃場

でも、現地の気象データを得ら

れます。中山間地・離れた農地

に最適。

F E AT U R E  0 2

植物に最接近で計測

百葉箱・葉濡れセンサを作物の

すぐ横に。植物と全く同じ環境

下で精度の高いデータを収集し

ます。

F E AT U R E  0 3

遠隔監視＋データ蓄積

Eメール送信＋WEB表示で、ス

マホから圃場状況を確認。CSV

で集計・解析も。

いもち病予察

MyBLASTAM

長野県農業試験場との共同開

発。圃場の実測値で感染条件を

判定します。

コシヒカリ生育予測

兵庫県農林水産技術総合センタ

ーのモデルを搭載。出穂期・収

穫期を予測。

PRINCESS生育モデル

長野県農業試験場のコシヒカリ

生育モデル PRINCESS にも対

応。
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0 2  /  I S S U E  &  S O L U T I O N

「アメダスは遠い」「経験頼み」を、

現場の実測でなくす。

中山間地・標高差のある地域・離れた圃場では、アメダスデータと圃場の気象条件にズレが生じま

す。クロップナビは「自分の圃場で測る」ことでこれを解消します。

課題 農業現場でよくあるお悩み

アメダス観測点が遠く、自分の圃場と気象条件

が大きく違う

いもち病など防除のタイミングが経験頼みで属

人化している

葉濡れ時間の実測ができず、感染条件を正確に

判断できない

離れた圃場の状況を、毎回見回りに行くのが大

きな負担

果樹・野菜・米と作物が異なり、それぞれに装

置を揃えるのが大変

電源のない山間部や離島で、観測機器が設置で

きない

解決 クロップナビでできること

圃場に直接設置し、現地ピンポイントの気象・

土壌データを実測

BLASTAM理論＋葉濡れ実測で、感染条件を高

精度に判定

センサで葉濡れを直接検知。推定値ではなく実

測の濡れデータで予察

Eメール送信＋WEB表示で、スマホから圃場状

況を確認

センサ拡張＋予測理論追加で、米・果樹・野菜

まで対応

バッテリー＋ソーラー駆動で外部電源不要、降

雪にも耐える

BLASTAM理論との違い：推定から実測へ

従来：BLASTAM単体

アメダスデータから推定

降水量・日照時間・風速から葉濡れ時間を計算式で

推定し、気温と組み合わせて感染条件を判定。

葉濡れは推定値（実測ではない）

観測点が遠い圃場では精度が低下

標高差・地形による微気象を反映しにくい

クロップナビ

圃場の実測値で判定

葉濡れセンサで濡れを直接検知し、現地の気温と組

み合わせて感染条件を判定。

葉濡れは現地の実測値

圃場ピンポイントの気象データ

中山間地・標高差にも正確に対応
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0 3  /  D E V I C E

装置の構成と、

選べるセンサ群。

基本セットには稲作の観測に必要な装備を搭載。さらに標準センサに加えて外部センサも追加可能で、

合わせて最大10個まで追加でき、用途と作物に応じて柔軟に拡張できます。

標準装備

雨量計・葉濡れ

転倒ます／実測式

温度センサ

気温／地温 2本

ミニ百葉箱

気象用

風力陽光センサ

ASZ-F1084

設置台

ステンレス製

バッテリー

12V自動車用

ソーラーパネル

ASZ-BT832

本体（基板）

制御＆判定

オプションセンサ（用途で追加可能）

土壌水分センサ

ASZ-EC505

水見センサ

ASZ-M0917

CO2センサ

ASZ-C0707

風向風速計

ASZ-WS02

湿度センサ

ASZ-HM1500LF

タッチパネル

本体内蔵

市販汎用センサ

0〜5V入力

装置仕様（抜粋）：アナログ入力 0〜5V／電源電圧 DC9〜24V（推奨12V）／消費電流 1.5mA以下（DC12V時）／外部セ

ンサ最大10個接続可
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0 4  /  F E A T U R E S

8つの特長で、圃場運用を変える。

葉濡れ実測・無電源稼働・全天候設置・拡張性・遠隔監視・データ解析まで、現場で必要なものをひと

つに。

0.2mm
細かな降雨も逃さない雨量観測

アメダスの雨量観測単位は0.5mmですが、クロップナビの転倒ます式雨量計は

0.2mm単位で観測。葉濡れの判定とも整合性が取れ、いもち病予察の精度向上に

直結します。

F E AT U R E  0 1

葉濡れ時間を実測

センサが葉濡れを直接感知。

BLASTAM理論の推定値ではな

く、現地実測値で感染条件を判

定します。

F E AT U R E  0 2

植物に最接近で計測

百葉箱・葉濡れセンサを作物の

すぐ横に。植物と全く同じ環境

下で精度の高いデータを収集し

ます。

F E AT U R E  0 3

外部センサも併せて10個

まで拡張

日射計・土壌水分・市販センサ

など、用途に合わせて追加。1台

で多面的に測定できます。

F E AT U R E  0 4

外部電源不要

バッテリー＋ソーラーパネル駆

動。電源のない山間部・離れた

圃場にも設置できます。

F E AT U R E  0 5

全天候型屋外仕様

風・雨・日照・降雪にも耐える

設計。ハウス内も露地も、年間

通して設置・測定可能。

F E AT U R E  0 6

IT対応・遠隔監視

通信BOX搭載でEメール送信、

WEB画面で確認可能。スマホで

圃場状況をリアルタイム把握。

F E AT U R E  0 7

CSV出力でデータ解析が可能

収集データはCSV形式で取得可能。PCに取り込んで

Excel等で集計・解析でき、研究用途や経営分析、

長期トレンド把握に活用できます。

F E AT U R E  0 8

予測理論の追加で多作物対応

収集したデータと組み合わせる予測理論を追加する

ことで、稲作だけでなく果樹・野菜などさまざまな

作物に対応。1台で多用途運用が可能です。
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0 5  /  D I S E A S E  F O R E C A S T

いもち病予察、5つのステップ。

センサで実測→内部で判定→アラーム表示／メール送信、という流れで、毎日の防除判断を自動化しま

す。空振り散布を減らし、農薬コストと環境負荷の最適化に貢献。

01

圃場に設置

葉濡れセンサ・温

度計・雨量計・百

葉箱を作物のすぐ

近くに設置。

02

センサで実測

葉濡れ・気温・降

水量・日射などを

10分〜60分間隔で

測定。

03

内部で判定

BLASTAMロジック

を基盤に、実測値

で感染条件を判

定。生育予測も可

能。

04

結果を表示

本体タッチパネル

／WEB画面／メー

ルで防除アラーム

と数値を確認。

05

適期に防除

感染条件成立を確

認したタイミング

で防除。空振り散

布の削減に。

◆ 予察の精度を上げると、何が変わるか

長野県内のアメダス観測点は27地点。中山間地・平野部の標高差が大きいため、気温差・微気象が観測しきれません。

クロップナビは「自分の圃場」が観測点になります。

予察結果のイメージ

画面で「いつ防除すべきか」

がひと目で。

収集した実測データはBLASTAMロジッ

クで自動判定され、本体タッチパネ

ル・WEB画面・Eメールで結果を確認

できます。感染リスクは日ごとに ●

（高）○△（中・低）－ で表示され、

適期防除のタイミングを逃しません。

いもち病

予察結果

の表示例

（日別の

感染リス

ク判定）

空振り防除の削減

感染条件成立を実測で判定する

ため、不要な散布を減らせま

す。農薬コストと環境負荷の最

適化に直結。

収量・品質の安定化

適期防除で病害被害を抑制。圃

場ごとのデータが蓄積され、年

ごとの経営判断にも活かせま

す。

経験の見える化

ベテランの「カン」を数値デー

タに置き換え、若手・後継者へ

の引き継ぎや、JA・集落単位の

共有が可能に。
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0 6  /  I o T

通信BOXで、圃場がスマホに届く。

通信BOX（ASZ-T081101）を追加すれば、Eメール送信・WEB表示で離れた圃場をスマホ・タブレット

からリアルタイムに把握できます。

システム概略

圃場のクロップナビ→メールサーバ→WEBサーバ

→PC・スマホ・タブレットへ。データは1日1回／1時間

1回など、設定した頻度で自動更新されます。

Eメール受信のイメージ

気温・地温・葉濡れ・降水量・風速・日射が定時メー

ルで届きます。複数台のクロップナビからのデータも、

同じ宛先で集約可能。

通信BOX 仕様

型番 ASZ-T081101

価格 95,000円

送信先アドレス 最大30件

測定間隔 10〜60分（設定可）

送信タイミング 定時・緊急対応

送信モード 4モード切替

通信費・サーバ使用料 約1,500円／月

SIM 2,000円

通信機能  0 1

最大30宛先までEメール送信

家族・スタッフ・JA・指導員など、関係者全員でリア

ルタイムに圃場情報を共有可能。定時送信＋緊急送信

に対応。

通信機能  0 2

4種類のデータ送信モード

①いもち病予測のみ ②＋生育予測 ③＋生データ ④生

データのみ。用途に応じて4モードから選択可能。
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